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その他の取組状況

１．備えの重点化と連携の強化による通行規制時間の最短化

２．高速道路における逆走対策

３．休憩サービスの向上（ＧＳ、道の駅）

■賢く使う取組

■賢く使う取組を支える施策

４．ネットワークの強化

５．暫定２車線の機能強化

６．大型車の利用適正化

※ 道路交通状況のきめ細やかな把握
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・山形道（上り）
庄内あさひ～湯殿山

・西湘バイパス（下り）
西湘二宮～橘

○ 高速道路の通行止め時間（Ｈ２６）は年間３４．１時間。１年間の９９．６％の時間で通行を確保

○ １年間に一度も通行止めしていない区間は約３割（７１１区間／２５５６区間）

１．備えの重点化と連携の強化による通行規制時間の最短化

高速道路（ＮＥＸＣＯ）の通行止めの現状

【高速道路の年間通行確保状況】 【要因別通行止め時間の分布状況】

<災害・悪天候>

<事故・その他>

<工事>

<全要因>

通行可能 ９９．６％

通行止め ０．４％
３４．１時間（１．４日）

工事 １６．７時間（４９％）

災害・悪天候 １４．１時間（４１％）

事故・その他 ３．４時間（１０％）

小計 ３４．１時間（１００％）

事故・その他

出典： 高速道路の通行止めワーストランキング（平成26年度）

１５％７９％ ３％
３％

５０％ １９％ １３％ １８％

３５％５９％ ４％

２％

２８％ ２６％ １４％ ３３％

・関門トンネル（上下）
下関～門司

・八戸道八戸青森線（上り）
八戸北～八戸Ｊ

・大分道（上下）
湯布院～日出Ｊ

・大分道日出速見支線（上下）
日出Ｊ～速見

0時間 12時間未満 24時間未満 24時間以上

※平成２６年度の実績

（７１１区間） （６５５区間） （３５２区間） （８３８区間） 計 ２５５６区間

１４４０時間

６０８時間

２７１時間

２４６時間

９５時間

６９時間

【要因別の通行止め時間】

2

並行する一般道も含めて、できる限り通行止め時間を短縮し、通行止めゼロ区間の拡大を目指す
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○ 高速道路の通行止めのうち、特に災害・悪天候については特定箇所に集中する傾向
○ 通行止め時間を極力短縮するため、弱点箇所を把握・分析し、必要な対策を実施

１．備えの重点化と連携の強化による通行規制時間の最短化

高速道路（ＮＥＸＣＯ）の通行止め時間を短縮する取り組み

○ 極力通行可能とするため、自発光視線誘導標の設置、
案内標識のLED化等の取組みを実施

要因

別府湾からの上昇気流等により
年間を通して霧が発生

対策

自発光視線
誘導灯の設置

霧発生状況 対策実施状況

大分地区における霧による通行止めの対策

案内標識のＬＥＤ化

【大分地区での霧による通行止め状況】

【平成２６年度の災害・悪天候ランキング】

・全国のNEXCO高速道路の通行止め時間集計では、大分地区が
ワースト上位を独占

・大分地区は濃霧による視程不良通行止めが多発

（時間）

<各区間の災害・悪天候通行止め時間>

湯布院 ～ 日出JCT

245.9 97.19%
大分農業文化公園～日出JCT～別府

ワースト
２

大分自動車道／日出速見支線／宇佐別府道路
上下

271.0 96.91%
大分自動車道

上下
ワースト
１

順位
通行止め
時間
（時間）

運用率
（％） 区間

上下
区分

霧による通行止め

湯布院～日出JCT 大分農業文化公園
～日出JCT～別府

49.8

148.7 122.8

221.6221.6

145.8
41.7 123.3

24.349.4

（年度）

198.5

268.6 271.0

190.4

246.1 245.9

霧以外による通行止め

148.7 122.8

ゆ ふ いん ひ じ

ひ じ はやみ う さ べっぷ



【事前通行規制制度の運用改善の試行】

直轄国道における局地的・激甚的な豪雨への対応

事前通行
規制区間での

豪雨災害発生件数
１９１件

通行規制後に
災害発生

７０件

３７％

通行規制前に
災害発生
１２１件

６３％

１．備えの重点化と連携の強化による通行規制時間の最短化

事前通行規制区間の豪雨災害のうち
約６割が事前通行規制前に発生

【事前通行規制区間での豪雨災害発生状況】

事前通行規制実施後の災害発生率が
近年低下傾向

※直轄国道H１６～H２５データ

時
間
雨
量

（ｍｍ）

連続雨量（ｍｍ）

ゆるやかな雨 災害発生
なし

災害発生（通行止め実施前）
：災害発生時
：通行止め実施時

連続雨量規制値経過時間

時間雨量導入

：災害発生時
：通行止め実施時

連続雨量（ｍｍ）

時
間
雨
量

（ｍｍ）

災害発生

ゆるやかな雨

連続雨量
適正化

災害発生
なし

連続雨量規制値

時
間
雨
量
規
制
値

経過時間

１．今までの雨量規制

２．時間雨量導入による雨量規制

通行止め実施

通行止めなし

通行止め実施

※高速道路会社では既に導入

4

○ 近年の災害発生状況を踏まえ、事前通行規制制度の運用改善をH２７年６月より全国２４区間で試行

・雨の降り方の強さ（時間雨量）に対応した通行止め基準を設定し、災害捕捉率を向上

・過去の災害雨量データ、災害履歴を踏まえ、連続雨量の通行止め基準を適正化



災害対策基本法に基づく車両移動、除雪体制の強化（平成26年度）

5

【災対法に基づく区間指定・強制撤去の実績】

（H26年度冬期）

区間指定 道路管理者による強制撤去台数

高速 ５ ０

直轄国道 ４２ ８

補助国道 １ ０

合計 ４８ ８

②放置車両の強制撤去状況

【災対法に基づく指定区間】 延長 １４．１㎞
伊賀市柘植町～亀山市関町

道路管理者による移動 ： ３８台（内強制撤去：６台）

関
IC

伊
賀
IC

加太ﾄﾝﾈﾙ
関ﾄﾝﾈﾙ

①

②

スタック車両

①立ち往生車両の状況

三重県

25

25

1

25

１．備えの重点化と連携の強化による通行規制時間の最短化

【直轄国道での強制撤去の事例】（国道25号名阪国道 三重県 H27.1.1~2）

《路面管理レベルを超える降雪の場合、３時間前から除雪
体制を変更》

• 東名：最大勾配が緩やかな新東名に車両誘導
• 中央：中央道本線に最大１３台の除雪車を集中配備

《ロータリー車７台、トラクターショベル２０台、レッカー車２台
を追加配備》

《立ち往生車両多発部にCCTVを増設》
• 東名３箇所、中央道１１箇所

【除雪体制の強化の例（中日本高速道路会社）】

○ 改正した災害対策基本法に基づき、立ち往生車両の移動等を実施することにより、その
後の除雪を効率化し、早期に通行止めを解除

○ 除雪車の追加配備等により、降雪への備えを強化して対応

うち６台



○ 平成２７年２月に「首都直下地震道路啓開計画（初版）」 を策定
○ 定期的な訓練等を通じ、各プロセスにおける課題の把握・検証・改善を行い、計画を改善

首都直下地震に備えた道路啓開計画の策定

【「首都直下地震道路啓開計画」の概要（八方向作戦）】

○複数の被災パターンを想定し、八方向毎に、優先啓開候補路線を設定。

○方向別に部隊・資機材の集結拠点を設定。被災後早急に集結し啓開を開始できる体制を構築。

0
2k
m

集結拠点

凡例
国土交通省出張所
資材置場・協力業者
集結拠点
木造住宅密集地域
液状化の可能性がある地域
災害リスクの大きい区間

【ルート案①】
高速道路
（首都高5号池袋線）

【ルート案②】
直轄国道
（国道17号）

【ルート案③】
高速道路と直轄国道を組合せ

都心

凡例
・道路啓開候補路線

国道
高速道路（ＮＥＸＣＯ）
首都高速
都道

西方向

北西方向

北方向

（直轄）
都心
南方向

南西方向

・備蓄場所

北東方向
東方向
南東方向

（ＮＥＸＣＯ）
東日本

中日本

・集結拠点 6

１．備えの重点化と連携の強化による通行規制時間の最短化

優先啓開候補路線の例（北西方向）
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H23 H24 H25 H26

不明

その他

本線

SAPA
IC・JCT

高速道路における逆走対策の推進

30才未満

7%

30才～64
才

24%

65才以上

69%

不明

0%

約半数が
IC・JCT

高齢者による
逆走事例が約７割

※H23～26年の逆走（739件）
（警察・高速道路会社調べ）

逆走（事故又は確保）の発生箇所

203 202

136

198

【逆走の発生状況】

逆走（事故又は確保）運転者の年齢

※H23～26年の逆走（739件）
（警察・高速道路会社調べ）

【逆走対策強化の取り組み経緯】

H26年9月 高速道路の逆走対策の公表（第１弾）

H27年4月 高速道路の逆走対策の公表（第２弾）

H27年1月 国交省、警察、高速会社の対策会議

H27年4月 国交省、警察、高速会社の対策会議

H27年2月～3月 有識者ヒアリング

・ H26年度に逆走が複数回発生している33箇所を優先し
て対策実施

・H27年度は、さらに44箇所での対策実施

→ 医学、福祉等が専門の有識者5名にヒアリング実施

※引き続き、逆走の発生箇所や原因を詳細に把握しつつ、
効果的な対策を実施

○ 全国の高速道路では、2日に1回の割合で逆走が発生。その約7割が65歳以上の運転手
○ 国土交通省、警察、高速道路６会社が連携し、逆走対策を推進
○ 逆走の発生原因を分析し、有識者の意見も踏まえ、効果的な対策を継続的に実施

２．高速道路における逆走対策
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高速道路における逆走対策の事例

○ 逆走対策は「①誤進入しにくくする」「②仮に誤進入した場合はすぐに気づかせる」が重要
○ 頻発箇所などで、標識や路面標示の工夫、障害物設置、更にはＩＴも活用した対策を試行

平成26年度：33箇所

平成27年度：34箇所

で対策を推進

平成27年度：7箇所

で対策を開始

■IC合流部等での対策

■高速道路出口部での対策

■平面Y型IC交差部での対策

平成27年度：3箇所

で対策を開始

□高速道路出口部での警告表示

誤進入がそのまま逆走につながる高速道路出口部にて、逆走
を自動検知し、表示板で警告する対策を試行的に実施

警告表示板

逆走を検知し
た際の表示

２．高速道路における逆走対策

ラバーポール カラーの路面標示ラバーポール

注意喚起標識

高輝度矢印板

カラーの路面標示

注意喚起標識
高輝度矢印板

大型矢印路面標示

高輝度矢印板

【試行的な対策】

【全国的な対策事例】



高速道路外のＧＳを活用した給油サービスの提供実験

○ 有料の高速道路では１００ｋｍ以上もガソリンスタンド（ＧＳ）がない区間が８３区間存在
○ 本年４月より、高速道路近傍のＧＳ利用のために高速道路を一時退出しても、連続利用し

た場合と変わらないよう料金調整を行い、路外ＧＳの活用状況を把握する社会実験を開始

（注）
・ 吉和ＳＡではGSが撤退し、美東ＳＡ～安佐ＳＡ（148km）がGSの空白区間に。
・ 吉和ICまたは六日市ICから一時退出した場合（１時間以内）には、目的地まで連続利用した場合と同額とする料金調整を実施。

GSがない区間
美東SA～安佐SA(148km)

GSに設置したＩＰカ
メラ・インターフォン
でＥＴＣカードナン
バーを確認し、料金
の乗継調整を実施

実施期間：平成２７年４月２０日（月）から１年間

よしわ みとう あ さ

よしわ むいかいち

9

路外給油サービス 利用状況
期間：４月２０日～６月３０日 ７２日間
平均利用台数：１．９（台／日）

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50
GW期間:4/25～5/6

5/5 山陽道通行止め
（トンネル火災）

３．休憩サービスの向上（ＧＳ、道の駅）

【中国自動車道のＧＳ空白区間で、高速道路外のＧＳを活用した給油サービス実験】



道の駅を活用した高速道路利用者への休憩サービスの提供

○ 休憩施設が十分に整備されていない無料の高速道路において、ＩＣの近くにある「道の駅」
を本線上で案内するなどにより、休憩施設として活用するとともに、地域のゲートウェイとし
て機能強化

【尾道松江線世羅ＩＣ（本年３月開通）と道の駅「世羅」（本年５月２３日オープン）】

物産販売施設の状況

３．休憩サービスの向上（ＧＳ、道の駅）

至 尾道

本線で「道の駅」を案内

N

おのみち

至 松江

至 竹原

至 庄原

世羅IC

尾道松江線

芦
田
川

道の駅
「世羅」

たけはら

まつえ

しょうばら

せ ら

せ ら

おのみちまつえ

あ
し
だ
が
わ

道の駅
「世羅」

世羅IC

N

道の駅
「たかの」

高野IC

道の駅
「たたらば壱番地」

雲南吉田IC

尾
道
松
江
線

約137km

広島県

島根県

日本海

瀬戸内海

有料区間
無料区間

吉舎IC

H27.3.22
開通

せ ら

い ち ば ん ち

お
の
み
ち
ま
つ
え

う ん な ん よ し だ

た か の

き さ

せ ら

コンシェルジュを配置して
観光情報を発信

10



高尾山IC

相模原愛川IC

戸塚IC

釜利谷ＪＣＴ栄IC・
JCT

相模湾

東京湾

太平洋

松尾横芝IC

東
関

道

東 関
道

北
東

道

関

越
道

道央中

東
名

高

京

道
路

三
京
浜

横

横

道

小

木
路 道

東
京 外 か く環

状
道

路

京
東

湾
ｱｸｱﾗ

ｲﾝ

成田空港

久喜白岡JCT

事業中

高速横浜環状南線横浜湘南道路

央 環

高谷JCT

常
磐道

海老名JCT

海老名IC

状

大栄JCT

つくば
中央

IC

菖蒲
白岡

IC

中 H29年度

H32年度

H27年度

湾

JCT
つくば

原厚
田

桶川
北本

藤沢IC

三郷南IC

事業中

速

大泉ＪＣＴ

東名ＪＣＴ

新東名

中央ＪＣＴ

圏

央

道

※１

H27年度

境古河IC

IC

相模原IC

寒川北IC

大井
ＪＣＴ

大橋ＪＣＴ

N

東

神崎IC

※1

第
岸

H32年度※１

２月２８日（土）

①能越自動車道（七尾氷見道路） 【富山県内全線開通】

３月 １日（日）

②常磐自動車道（常磐富岡～浪江間） 【全線開通】

③中部縦貫自動車道（永平寺大野道路）

【中部縦貫道・北陸道接続】

④東九州自動車道（豊前～宇佐間）

【福岡・大分県境開通】

３月 ７日（土）

⑤首都高速中央環状線（大井～大橋間） 【全線開通】

３月 ８日（日）

⑥圏央道（寒川北～海老名間） 【東名ｱｸｾｽ改善】

３月１４日（土）

⑦四国横断自動車道（徳島～鳴門ＪＣＴ間）

【高松道・徳島道接続】

３月２１日（土）

⑧東九州自動車道（佐伯～蒲江間） 【大分・宮崎直結】

３月２２日（日）

⑨中国横断自動車道 尾道松江線（世羅～吉舎間）

【全線開通】

３月２９日（日）

⑩圏央道（久喜白岡～境古河間） 【東北道ｱｸｾｽ改善】

６月７日（日）

⑪圏央道（神崎～大栄間） 【成田空港ｱｸｾｽ改善】

７月１８日（土）

⑫京都縦貫自動車道（京丹波わち～丹波） 【全線開通】

じょうばんとみおか なみえ

おおい おおはし

さむかわきた え び な

せ ら き さ

さいき かまえ

くきしらおか さかいこが

こうざき たいえい

⑩

⑪

⑥

⑦

①

②

ななおひみ

えいへいじおおの

とくしま なると

⑤

ぶぜん うさ

③
⑧

④

平成27年7月18日時点

＜首都圏3環状 約7割開通＞
・圏央道 約300km中229km開通

（約８割開通）
・中央環状線 47km全線開通

凡 例

開通済区間
（平成27年3月1日時点）

暫定２車線

Ｈ27年度までに開通 ４車線

事業中(H28年度以降) ６車線

○○○ 調査中

平成27年7月18日時点

⑨

11

最近の主な開通実績

４．ネットワークの強化

きょうたんば たんば

⑫

２ 車 線

※1 土地収用法に基づく手続きによる用地取得等が速やかに完了する場合
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0

2

4
万台・時間/日

2.84
1.56

首都高速中央環状線の全線開通による効果（渋滞緩和）

○ 平成２７年３月の中央環状品川線の開通後３ヶ月について、前年と比較すると、

・例えば、新宿から羽田空港までの混雑時における所要時間は４０分から１９分へ短縮

・中央環状線内側の利用交通量は約５%の減少ながら、渋滞損失時間は約５割減少

首都高速中央環状線（約47km）
全線開通

中央環状品川線(約9.4km)
平成27年3月開通

※１：渋滞損失時間 全交通量を対象とした、規制速度走行時の所要時間に対して生じる遅れ時間
で表される渋滞の規模(所要時間(時間)-規制速度走行時の所要時間(時間))×交通量(台)
※２：中央環状線内側 中央環状線及び湾岸線を含まない

※３：新宿から羽田空港までの所要時間 西新宿JCTから空港中央までの１１時台の平均所要時間

0

25

50
万台/日

49.4 47.1

渋滞損失時間の変化

交通量の変化

開通前 開通後

約５％減

中央環状線内側

中央環状線内側

約５割減

開通前 開通後

＜使用データ＞ 車両感知器による平日平均データ
開通前：平成26年3月10日(月)～平成26年6月6日(金)
開通後：平成27年3月10日(火)～平成27年6月5日(金)
※ＧＷ期間等の特異日は集計から除く

羽田空港

新宿

４．ネットワークの強化（品川線）
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0

10

20

30

40

50
所
要
時
間
（
分
）

首都高速中央環状線の全線開通による効果（定時性向上）

○ 新宿から羽田空港までの渋滞を見込んだ無駄な時間が、１５分から１分に大幅短縮

○新宿(西新宿JCT)→羽田空港(空港中央)の日中の所要時間

都心環状線経由中央環状線経由

所要時間（分）

下位10％最頻値

① ② ③

発
生
確
率

15分
3分

1分

6分

29分 27分
19分

2分

（午前時間帯(7時～12時)で集計）

③大渋滞に備えて
余裕を見込んでいる時間

②平均渋滞時間

①走行時間

所
要
時
間
（分
）

渋滞を見込んだ
無駄な時間

最頻値以上の平均

9分

1分

19.9km

開通前
都環経由
25.8km

開通後
都環経由

25.8km

開通後
中環経由

＜使用データ＞ 車両感知器による平日平均データ
開通前：平成26年3月10日(月)～平成26年6月6日(金)
開通後：平成27年3月10日(火)～平成27年6月5日(金)
※ＧＷ期間等の特異日は集計から除く

所要時間が
約24分縮小

４．ネットワークの強化（品川線）

【定時性の分析】



常磐自動車道 全線開通後の状況

４．ネットワークの強化（常磐道）

14

平成27年3月1日
開通区間

平成26年12月6日
開通区間

平成26年12月6日
開通区間

①

②

③

④

暫定２車線区間

４車線区間

：立地数１件

：立地数２～３件

：立地4～10件

：立地10件以上

企業立地時期
：H23.4以降
：H23.3以前

新たに
立地が
決定

4 
1819 

7 

23 
21 

35 28 
13 

45% 53% 53% 53%
63% 63%

100%

0
10
20
30
40
50

常磐…

（立地件数）

常磐自動車道沿線地域：いわき市、南相馬市、相馬市、
新地町、飯舘村、広野町、楢葉町、
富岡町、川内村、大熊町、双葉町、
浪江町、葛尾村、名取市、岩沼市、
亘理町、山元町

※常磐道整備率は、各年4月1日時点

出典：福島県企業立地課
宮城県産業立地推進課

※企業立地年は、土地取得時の操業予定年を示す

【出典：ＮＥＸＣＯ東日本データ】 ※以下期間の日平均値
開通前：平成27年2月22日（日）～2月28日（土）
開通１ヶ月：平成27年3月2日（月）～4月1日（水）
開通３ヶ月：平成27年3月2日（月）～6月1日（月）

常磐道整備率

○ 全線開通後の交通量は、多くの区間で1万台/日を上回るなど堅調に推移

○ 平成21年以降、149件の工場が立地。全線開通以降、新たに13件の企業立地が決定

交通状況 企業立地



暫定２車線区間の状況

５．暫定２車線の機能強化

【暫定二車線区間の写真】

開通済 9,218km

うち暫定2車線 2,516km（約3割）

※延長は高規格幹線道路（有料）の延長を記載

平成27年4月1日現在

【暫定二車線区間の断面図】

（用地は4車線で取得済）
（用地は4車線で取得済）

15
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暫定２車線区間の課題

５．暫定２車線の機能強化

順位 道路名 区間 上下

関門トンネル 門司～下関 上

関門トンネル 下関～門司 下

3 八戸自動車道 八戸北～八戸JCT 上

磐越自動車道 津川～西会津 上

磐越自動車道 西会津～津川 下

6 宇佐別府道路 院内～宇佐 上

7 宇佐別府道路 宇佐～院内 下

道東自動車道 占冠～むかわ穂別 上

道東自動車道 むかわ穂別～占冠 下

10 日本海東北自動車道 酒田みなと～酒田 上

1

4

8

大規模災害時の対応

大雪への対応 工事による通行止

○ 災害発生時、暫定2車線では走行速度が低下すると
ともに復旧工事時に通行止又は片側交互通行が必要

○ 大雪時には、狭隘な道路空間になるとともに、路肩
排雪のために通行止が必要

上信越道（妙高高原～中郷） 秋田道（秋田中央～秋田北）

○ 車線上で工事を行う場合、暫定2車線では通行止が
必要

磐越道（会津坂下～津川）

＜通行止めランキング（工事）＞

※赤下線は暫定2車線区間

路肩排雪時の通行止大雪による狭隘な道路空間 工事時の通行止

仙台北部道路（利府しらかし台～富谷JCT）

＜東日本大震災時の復旧工事＞

対面通行の安全性・信頼性

○ 暫定2車線区間では、一度事故が発生すると重大
事故となり、また、上下線通行止めとなる確率が高い

死
亡
事
故
率
（件
／
億
台
キ
ロ
）

暫定2車線4車線以上

0.30

0.16

※1 高速道路：高速国道（有料）（H25）
※2 高速国道と一般有料道路の合計（有料）（H25）

H27.3.27 
常磐道（いわき中央～いわき四倉）

0.1

0.2

0.3

0.4 上
下
線
通
行
止
と
な
る
割
合

（１
事
故
あ
た
り
）

0.5

8.0

9.0

暫定2車線4車線以上

8.4%

0.5%

※1

※2

約2倍 約17倍



国土幹線道路部会 基本方針（抜粋） （平成27年1月27日）

５．暫定２車線の機能強化

１）主要幹線ネットワークの強化

②暫定２車線区間の賢い機能強化

・高速道路における暫定２車線区間については、諸外国にも例を見ない特殊な構造であり、対面交

通の安全性や走行性、大規模災害時の対応、積雪時の狭隘な走行空間を考慮しても、その状態

を長期間継続すべきではない。

・単に４車線化に取り組むだけでなく、低速車両対策等として効果的な追越車線の設置や３車線運

用など、道路を賢く使う観点を踏まえながら、本来の機能を確保するための工夫が必要である。

・なお、暫定区間の車線数の増加にあたっては、２車線運用時の交通状況を踏まえつつ、運転者の

安心や快適性、走行性を高める観点から、透明性を確保しつつ、機動的に対応することが必要で

ある。

１．道路をより賢く使うための取組

（２）賢く使う取組を支えるために進める施策

17



暫定２車線区間の賢い機能強化

○ きめ細やかに交通状況を把握した上で対策を検討し、より低コストでより早期に高速道

路の機能を強化

５．暫定２車線の機能強化

＜これまで＞

IC

全て4車線化

＜賢い機能強化（イメージ）＞

4車線化

交通量や区間全体の渋滞回数や
事故状況から対策を検討

IC

1上り

← 速い 遅い →

休日
平日

休日
平日

下り

平均旅行速度

IC IC上り

下り

IC IC IC

1

IC IC

IC

ICIC上り

下り

上り

下り

上り

下り 3車線化

○きめ細やかな交通状況、線形等の把握

○対策案（イメージ）

【事故】 ✕✕ ✕✕ ✕✕ ✕

IC ICIC IC

※用地取得4車線※用地取得4車線

【縦断勾配】

【速度】

18



暫定２車線区間の機能強化（手続きイメージ）

都市計画決定・環境アセスメント

事業実施・開通

５．暫定２車線の機能強化

＜実施内容＞

４車線で実施

＜計画内容＞

車線数は、全区間４車線とする

さしあたり２車線の完成をもって供用を

開始し、交通量の増加に応じ残りの

２車線を完成するものとする

＜事業内容＞

用地は４車線取得

工事は２車線

○機動的な対応

・国幹会議の議を経ずに大臣決定

○透明性の確保

・第三者委員会で議論

（例：道路分科会 事業評価部会）

＜暫定２車線区間の主な事業の流れ＞

整備計画策定
（国幹会議の議を経て、大臣決定）

19



H27年2月23日から施行

など

適正な道路利用者への基準緩和・手続き簡素化 過積載等の違反者への厳罰化

継続して実施

H25年度から年間3回程度開催

道路の老朽化対策に向けた大型車両の通行の適正化

○ 適正な道路利用者には許可手続きの簡素化、過積載等の違反者へは厳罰化
○ メリハリの効いた取組により、大型車の通行の適正化を実施

○ 45フィートコンテナを積載する車両を始め、

バン型等のセミトレーラの車両長の制限の緩和

○ バン型等のセミトレーラの駆動軸重の制限を、

国際海上コンテナセミトレーラの11.5ﾄﾝに統一

○ 大型車両を誘導すべき道路について、国による

一括審査を実施

○ ITS技術を活用した通行経路把握による通行許可

の簡素化

○ 並行する高速道路と一般道路の一斉取締の実施

○ 基準の２倍以上の重量超過等、悪質な違反者は

即時告発（レッドカード）

（通常は、措置命令４回で告発）

○ 警察庁、全日本トラック協会等による連絡会を

設置し、荷主を含めた啓発活動等を実施

（３）許可手続の簡素化

（２）規格の高い道路の通行者に対して許可期間を短縮

（２）違反者に対する指導等の強化

（１）違法に通行する大型車両の取締りの徹底

（３）関係機関との連携体制の構築

６．大型車の利用適正化

（H27. 6～）

（H26. 10～）

（H27年秋頃～）

など

（１）許可基準の見直し

○ 違反車両への高速道路割引停止措置の統一化
今回追加

20



道路の老朽化対策に向けた大型車両の通行の適正化

○ 基準の２倍以上の重量超過の悪質違反者に対しては、現地取締りで違反を確認した場
合に、その事実をもって即時告発（平成27年2月23日から運用開始）

重量超過の悪質違反者に対する全国初の告発 （平成27年6月3日）

１．違反場所・内容

①東関東自動車道下り線宮野木本線料金所（NEXCO東日本）

②第二神明道路上り線明石西本線料金所（NEXCO西日本）

平成27年6月3日 NEXCO東日本 公表資料より

【違反者に対する指導の強化】

２．現況写真

車両総重量 車幅 車長

①当該車両の実測値 53.35ｔ 2.99ｍ 14.60ｍ

②車両制限令の一般的制限値 25.00ｔ 2.50ｍ 12.00ｍ

③超過値【①－②】 28.35ｔ 0.49ｍ 2.60ｍ

車両総重量 車幅

①当該車両の実測値 82.05ｔ 3.19ｍ

②車両制限令の一般的制限値 25.00ｔ 2.50ｍ

③超過値【①－②】 57.05ｔ 0.69ｍ

６．大型車の利用適正化
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東・中・西日本高速 首都・阪神・本四

＜違反を重ねた場合＞
①大口・多頻度割引の停止（１ヵ月間）

⇒ 割引が受けられない
○ ×

＜①の停止期間中に、違反を重ねた場合＞
②ＥＴＣコーポレートカードの利用停止 （１ヵ月間）

⇒ コーポレートカードが利用ができない
○ ×

車限令違反による主なペナルティ

車限令違反をした道路

【車両制限令に違反した場合の大口・多頻度割引の取扱い】

違反車両への高速道路の割引停止措置の統一化

22

６．大型車の利用適正化

+

主に業務目的で利用機会の多い車の負担の軽減のため、ＥＴＣコーポレートカード※１の
利用者に対して、割引を実施

多頻度割引

大口割引

車両単位の月額利用額に応じて、最大４０％※２の割引

契約者単位の月額利用額に応じて、最大１０％の割引

※１ 高速道路会社がETCの利用を前提とした大口・多頻度割引制度のために発行するカード
※２ 本来は最大３０％であり、最大４０％は経済対策による割引率 （措置期間は、平成２８年３月末までの期間）
注 割引率は高速自動車国道等の利用の場合

【大口・多頻度割引の概要（NEXCOの場合）】

○ 高速道路会社毎で運用が異なる違反車両への割引停止措置等について、
今後の利用者への周知を行った上で統一化するとともに、講じた措置を会社間で共有
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高速道路における逆走対策・第１弾（平成２６年９月１０日公表）

【逆走対策実施箇所の抽出】 【第１弾の内容】

H23～25年 全国の高速道路で541回の逆走発生

H26年9月 第１弾の逆走対策を公表

H23～25で逆走が複数回
発生した箇所を抽出

※541回の逆走のうち、76回分をカバー

○ 平成２３～２５年の逆走発生状況をもとに、逆走が複数回発生した３３箇所を抽出
○ 大型矢印路面標示や高輝度矢印板といった視覚的対策、合流部のラバーポール延伸と

いった物理的対策を実施

２．高速道路における逆走対策

～H27年3月 33箇所での逆走対策を完了

全国33箇所で対策に着手
・IC 30箇所
・JCT 2箇所
・SAPA 1箇所

高輝度矢印板

大型矢印路面標示

ラバーポール

①矢印路面標示や注意喚起看板の視認性の向上
（大型化、高輝度化）

②合流部におけるＵターン防止対策の強化
（ラバーポールの新設、延伸）
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高速道路における逆走対策・第２弾（平成２７年４月２８日公表）

【逆走対策実施箇所の抽出】 【第２弾での追加内容】

H23～26年 全国の高速道路で739回の逆走発生

H27年4月 第２弾の逆走対策を公表

H26年の最新のデータを加え、以下の箇
所を抽出
①H26年に新たに逆走が複数回となった箇所
②H23～26年の間で、逆走が死傷事故につな

がった箇所

※739回の逆走のうち、155回分をカバー

○ 平成２３～２６年の逆走発生状況をもとに、①逆走が新たに複数回となった２０箇所、②
逆走が死傷事故につながった１４箇所を抽出し、平成２６年度の対策内容を展開

○ 新たに、高速道路出口部７箇所、ＩＣ内の平面交差部３箇所でも対策に着手

２．高速道路における逆走対策

全国44箇所で追加対策に着手

カラーの路面標示

注意喚起標識
高輝度矢印板

カラーの路面標示ラバーポール

注意喚起標識

高輝度矢印板

H26年度 H27年度 計

IC 30 35 65

JCT 2 3 5

SAPA 1 6 7

計 33 44 77

①平成26年度対策内容の展開…34箇所
②高速道路出口部での対策

・出口部での誤進入抑止（高輝度矢印版、注意喚起標識）
・正しい入口への誘導強化（カラー舗装）

③ＩＣ内平面交差部での対策

・誘導強化（カラー舗装、注意喚起標識など）
・誤進入抑止（ラバーポール）

3箇所で実施
（東関東道・四街道IC
など）

7箇所で実施
（山陰道・江津ICなど）



３．休憩サービスの向上（ＧＳ、道の駅）

東北横断自動車道釜石秋田線
とうほくおうだんじどうしゃどうかまいしあきた

N

無料の高速道路における「道の駅」を活用した休憩サービスの充実

県名 路線名 休憩施設名 オープン日

岩手 東北横断自動車道釜石秋田線 道の駅「釜石仙人峠」 H27.4.21

宮崎 九州横断自動車道延岡線 道の駅「北川よっちみろ屋」 H27.4.29

和歌山 京奈和自動車道 道の駅「かつらぎ西」 H27.5.1

広島 中国横断自動車道尾道松江線 道の駅「世羅」 H27.5.23

【無料高速において平成27年1月以降にオープンした「道の駅」】

○ 休憩施設が十分に整備されていない無料の高速道路において、ＩＣの近くにある「道の駅」
を本線上で案内するなどにより、休憩施設として活用するとともに、地域のゲートウェイと
して機能強化

至

遠
野

（仮）釜石西IC

甲子川

と
お
の

道の駅
「釜石仙人峠」

か ま い し せ ん に ん と う げ

かまいしにし

かっしがわ

至

釜
石

か
ま
い
し

本線で「道の駅」
を案内

物産販売施設の状況

【東北横断自動車道釜石秋田線と道の駅「釜石仙人峠」】

遠野IC

遠野住田IC

滝観洞IC

花巻空港IC

至 仙台

至

横
手

至 盛岡

至 気仙沼

遠野市

釜石市

岩手県

花巻市

と う ほ く お う だ ん じ ど う し ゃ ど う

東北横断自動車道
か ま い し あ き た せ ん か ま い し は な ま き

釜石秋田線（釜石～花巻）
約80km

道の駅
かまいしせんにんとうげ

「釜石仙人峠」

かまいしにし

(仮)釜石西IC

とおの すみた

ろうかんどう
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